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猿
払
消
防
団
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
五

日
に
北
海
道
消
防
学
校
（
江
別
市
）
で
開
催
さ

れ
る
、
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
の
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
す
。 小

型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、
火
災
が
発
生
し
た

と
想
定
を
し
て
、
設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か
ら
、

吸
水
を
し
、
火
点
（
か
て
ん
）
と
呼
ば
れ
る
的

に
め
が
け
て
放
水
を
行
い
、
撤
収
を
す
る
ま
で

の
一
連
の
動
作
で
あ
り
、
消
火
活
動
を
想
定
し

た
基
本
操
作
の
訓
練
で
す
。   

大
会
で
は
、
全
道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
消
防

団
員
が
安
全
・
正
確
な
手
技
の
も
と
、
一
連
の

操
法
を
演
じ
ま
す
。 採

点
は
一
人
一
人
の
各
個
動
作
の
正
確

さ
・
節
度
・
団
員
同
士
の
動
作
の
連
携
や
、
火

点
の
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど
が
減

点
方
式
で
採
点
さ
れ
、
減
点
が
尐
な
い
チ
ー
ム

ほ
ど
高
得
点
に
な
り
ま
す
。  

今
回
、
猿
払
消
防
団
は
鬼
志
別
地
区
（
第
一

分
団
）
の
団
員
さ
ん
で
メ
ン
バ
ー
を
編
成
し
、

優
勝
を
目
指
す
た
め
、
日
々
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。                    

猿
払
村
に
新
型
高
規
格
救
急
車 
２ 

左から  

指揮者 佐藤 剛さん １番員 西口怜児さん 

２番員 吉田 信さん ３番員 二津丈恩さん 

補助員 田村秀智さん 

三
月
一
日
か
ら
、
消
防
署
猿
払
支
署
で
新
型 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。 

  
こ
の
救
急
車
は
、
防
衛
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し 

購
入
し
た
も
の
で
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム 

や
十
二
誘
導
の
心
電
図
が
測
定
・
解
析
で
き
る
最
新

の
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
除
細
動
器
な
ど
が
新
た
に 

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
地
域
を
有
し
て
い 

る
猿
払
村
で
は
、
現
場
か
ら
病
院
ま
で
の
搬
送
の 

間
の
救
急
隊
に
よ
る
長
時
間
の
傷
病
者
管
理
が
求 

め
ら
れ
る
中
で
、
今
回
の
救
急
車
の
更
新
に
よ
り
、 

よ
り
高
度
な
救
急
救
命
処
置
が
可
能
と
な
り
ま
し 

た
。 

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場 
【
猿
払
消
防
団
】 

平成 28年春季合同消防演習（知来別）で、 

小型ポンプ操法を披露する団員さん 



    
消
防
隊
員
は
、
村
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

日
々
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
こ
こ
で
は
、
消
防
署
猿
払
支
署
で
実
施
し
て

い
る
各
種
訓
練
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                

火
災
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
消
火
活
動
を 

行
う
た
め
の
訓
練
で
す
。 

       
 

心
肺
停
止
傷
病
者
に
対
し
て
、
必
要
な 

処
置
（
除
細
動
、
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る 

気
道
確
保
、
点
滴
）
を
行
い
、
迅
速
に 

搬
送
す
る
訓
練
で
す
。 

          
 

交
通
事
故
等
に
よ
り
、
車
両
に
取
り
残
さ
れ

た
人
を
、
い
ち
早
く
安
全
な
場
所
へ
救
出
す

る
た
め
の
訓
練
で
す
。 

     
 

    
 

災
害
に
備
え
訓
練
を
実
施 放水訓練 

救急訓練 

救助訓練 体力向上訓練 
災
害
現
場
で
は
、
強
靭
な
体
力
と
ス
ピ
ー
ド 

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

３ 



            
 

 

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
状
況 

 
平
成
二
十
一
年
か
ら
、
道
北
圏
を
カ
バ
ー
す

る
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
が
開
始
さ
れ
、
今

年
で
八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
に
四
件
の
救
急
事
案
に
対
し
て
、

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
し
、
交
通
事
故
や

作
業
中
に
ケ
ガ
を
さ
れ
た
患
者
を
、
旭
川
市
や

稚
内
市
内
の
病
院
に
搬
送
し
て
い
ま
す
。 

          

            
 

  

空
飛
ぶ
救
急
治
療
室 

 
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
救
命
救
急
の
資
機
材

を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
、
救
急
医
療
の

専
門
医
（
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
）
と
看
護
師
（
フ

ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
）
が
同
乗
し
て
、
救
急
現
場
に

向
か
い
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
ま

で
の
間
、
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
、
救
急
医
療
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
す
。 

 
消
防
か
ら
要
請
を
受
け
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
、
基
地
病
院
で
あ
る
「
旭
川
赤
十
字
病
院
」

の
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ

ー
・
ナ
ー
ス
を
乗
せ
て
、
要
請
か
ら
三
分
以
内

に
離
陸
し
て
救
急
現
場
に
向
か
い
ま
す
。 

   

  
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
搬
送
時
間
の
短
縮
だ
け

で
な
く
、
医
師
に
よ
る
適
切
な
治
療
が
早
期
に

行
わ
れ
る
た
め
、
「
空
飛
ぶ
救
急
治
療
室
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
救
命
率
の
向
上
、
後
遺
症
の

軽
減
を
図
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

搬
送
先
医
療
機
関 

搬
送
先
の
医
療
機
関
の
選
定
は
、
フ
ラ
イ
ト 

ド
ク
タ
ー
が
救
急
患
者
の
容
態
や
地
域
性
を

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。
基
地
病
院
で
あ
る
旭

川
赤
十
字
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
り
、
状
況
に
応

じ
て
近
隣
の
医
療
機
関
に
搬
送
し
ま
す
。 

  
 

ドクターヘリは 

猿払村にどの 

くらい出動して 

いますか？ 

ドクターヘリは 

空飛ぶ救急治療室 

と、なぜ呼ばれて 

いるのだろう？ 

４ 

拓心中学校横に着陸したドクターヘリに、 

患者さんを引継ぐ様子 

ドド
クク
タタ
ーー
ヘヘ
リリ
特特
集集  



           
 

    

道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請 

 
一
一
九
番
を
受
信
し
た
消
防
機
関
又
は
、
現

場
に
出
動
し
た
救
急
隊
が
、
医
師
に
よ
る
早
期

治
療
を
要
す
る
症
例
と
判
断
し
た
場
合
、
旭
川

赤
十
字
病
院
の
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
通
信
セ

ン
タ
ー
に
出
動
を
要
請
し
ま
す
。
（
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
） 

            
 

   

運
航
条
件
及
び
運
航
範
囲 

 
土
日
祝
祭
日
を
問
わ
ず
一
年
中
運
航
（
待

機
）
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
有
視
界
飛
行
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
、
又
は
悪

天
候
に
よ
る
視
界
不
良
の
場
合
は
、
運
航
し
て

お
り
ま
せ
ん
。 

☆
運
航
範
囲
☆ 

 

                          
 

  

安
全
な
運
航
の
た
め
の
お
願
い 

 
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
で
き
る
場
所
は
、
村

内
に
数
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
着
陸
の
際
に
は
、
危

険
で
す
の
で
、
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
て
下
さ
い
。 

 
ま
た
、
一
時
的
な
騒
音
や
風
な
ど
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
人
命
救
助
を
目
的
と
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

      
 

            
 

    

1時間圏 

30分圏 

15分圏 

 

ドクターヘリの要請は 

誰が行いますか？ 

一般の方が直接要請する

ことはできません。 

119 番通報を受けた消防

署が要請します。 

 

ご協力をよろしく 

お願い致します!! 

５ 



   

平
成
二
十
六
年
日
本
の
火
災
状
況 

 
火
災
状
況
を
、
前
年
と
比
較
す
る
と
日
本
の

火
災
件
数
は
減
尐
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。 

①
総
出
火
件
数 

 
平
成
二
十
六
年
、
日
本
の
総
出
火
件
数
は
四

万
三
千
七
百
四
十
一
件
、
前
年
よ
り
、
四
千
三

百
五
十
四
件
減
尐
し
て
い
ま
す
。
火
災
件
数
の

内
訳
を
み
ま
す
と
、
建
物
火
災
が
二
万
三
千
六

百
四
十
一
件
、
車
両
火
災
が
四
千
四
百
六
十
七

件
、
林
野
火
災
が
千
四
百
九
十
四
件
、
そ
の
他

の
火
災
が
一
万
四
千
百
三
十
九
件
と
ま
だ
日

本
の
火
災
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

②
総
死
者
数 

 
火
災
件
数
は
減
尐
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
千
六
百
七
十
八
人
で
す
。

前
年
度
か
ら
比
較
し
ま
す
と
約
五
十
人
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
千
六
人
で
そ
の
内
、
高
齢
者
が
半
数
を
占

め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

  

 

③
出
火
原
因 

 
総
出
火
件
数
の
四
万
三
千
七
百
四
十
一
件

を
出
火
原
因
別
に
み
る
と
、
「
放
火
」
四
千
八

百
八
十
四
件
「
た
ば
こ
」
四
千
八
十
八
件
「
コ

ン
ロ
」
三
千
四
百
八
十
八
件
「
放
火
疑
い
」
三

千
百
五
十
四
件
「
た
き
火
」
二
千
九
百
十
三
件

「
放
火
」
及
び
「
放
火
疑
い
」
を
合
わ
せ
る
と

八
千
三
十
八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
「
放
火
」
と
「
タ

バ
コ
」
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。 

  

 

火
災
で
発
生
す
る
煙
は
な
ぜ
怖
い
？ 

 
拡
散
し
た
煙
は
、
火
元
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ

れ
て
温
度
が
下
が
っ
て
重
く
な
り
、
し
だ
い
に

下
降
し
て
視
界
を
さ
え
ぎ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
火
災
の
初
期
は
白
色
の
煙
が
し
だ
い
に
黄

色
に
変
わ
り
最
後
に
は
黒
煙
に
変
化
し
ま
す
。 

 
火
災
の
煙
に
は
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
（
無
色
無
臭
の
有
毒
ガ
ス
）
な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
高
温
の
煙
を
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
り
、
気
道
や
肺
な
ど
が
熱
傷
し
、
更
に

は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
合
さ
れ
る
た
め
、
体

内
に
酸
素
が
運
ば
れ
な
く
な
り
、
呼
吸
困
難
に

陥
り
、
体
の
自
由
が
利
か
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
症
状
は
一
瞬
の
う
ち
に
起
こ
り
、
死
に 

至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
火
災
時
の
煙
は
恐
ろ
し
い
存
在
で
す
。 

 

火
災
統
計 

 

６ 



                                            
 

     

                          

③  ①  

④

 ②  

７ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
四
コ
マ 



庶
務
係 

予
防
係 

        
 

 
 

 

各
係
ご
と
に
業
務
内
容
も
含
め
職
員
を   紹

介
し
ま
す
。    

    

          
 

    

  

    
 

  
 

    

              

 

              
 

               

発
行
に
あ
た
り 

 
消
防
広
報
「
半
鐘
」
は
、
平
成
九
年
三
月
か
ら

平
成
十
三
年
四
月
ま
で
に
六
号
を
発
行
し
、
そ
の

後
は
随
時
回
覧
に
て
周
知
・
啓
発
し
て
い
ま
し

た
。
昨
年
の
夏
に
署
内
の
会
議
で
村
民
の
理
解
と

協
力
を
さ
ら
に
得
る
た
め
平
成
二
十
八
年
度
よ

り
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
今
回
の
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

若
手
・
中
堅
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進

め
ま
し
た
が
十
五
年
ぶ
り
の
発
行
の
た
め
分
か

り
に
く
い
点
や
見
づ
ら
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
工
夫
を
重
ね
計
画
通
り
年
二
回

の
発
行
を
実
行
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
は
、
昨
年
四
月
か
ら
支
署
長
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
普
段
の
業

務
内
容
な
ど
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
日
常
業
務
や
訓
練
の
様
子
な
ど
も

こ
の
広
報
の
中
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

職
員
は
村
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
し
て
頂
け

る
よ
う
予
防
活
動
や
救
急
・
火
災
は
基
よ
り
救

助
・
災
害
に
備
え
た
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

支署長 石田 博史 

消
防
署
猿
払
支
署 
職
員
紹
介 左から     

黒川 聖矢 

係長 川口 克也（救急救命士） 

藤澤 雅樹 

消
防
署
の
庶
務
、
消
防
庁
舎
や
分
団
詰
所
の
維

持
管
理
、
職
員
の
入
校
や
研
修
に
関
す
る
こ
と
を

担
当
し
て
い
ま
す
。 

８ 

火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
宣
伝
及
び
広
報
、
消

防
設
備
等
の
設
置
、
改
善
指
導
及
び
点
検
報
告
、

防
火
管
理
、
予
防
査
察
、
建
築
確
認
の
同
意
、
火

災
の
原
因
及
び
損
害
の
調
査
並
び
に
罹
災
証
明
、

危
険
物
の
規
制
取
締
、
避
難
訓
練
計
画
に
関
す
る

こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

左から  

山口  陸 

   係長 佐藤 哲晴（救急救命士） 

      曲澤 憂哉 



救
急
係 

警
防
係 

救
急
救
助
、
救
急
救
助
技
術
の
訓
練
・
指
導
、

救
急
救
助
資
器
材
の
維
持
管
理
、
救
急
救
助
隊
員

の
生
涯
研
修
・
育
成
や
村
民
に
対
す
る
救
命
講
習

な
ど
の
こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

火
災
や
災
害
の
警
戒
及
び
防
御
活
動
、
消
防
車

両
・
機
械
の
点
検
整
備
及
び
管
理
、
消
防
の
礼
式
、

訓
練
、
消
防
技
術
の
研
磨
、
消
防
無
線
の
適
切
な

運
用
及
び
点
検
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て
い

ま
す
。 

村
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
医
療
受
診
支
援 

（
通
院
）
や
冬
期
間
の
除
雪
、
そ
の
他
相
談 

業
務
へ
の
対
応
や
、
緊
急
通
報
電
話
の
運
用 

（
試
験
・
訪
問
）
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て 

い
ま
す
。 

 

        

               

  

        

    
 

           

  

         

              

 

９ 

左から  

中村 峻也 

   係長 亀山 洋児（救急救命士） 

      阿部  弥（救急救命士） 

左から  

泉川 祐也（救急救命士） 

      中島 大吾 

   係長 山川  博（救急救命士） 

      大橋 昭嗣 

 

生
活
安
全
対
策
係 

左から  

向井 智之 

   係長 伊藤 公司（救急救命士） 

渡辺 光司 

 



                         
猿
払
消
防
団
に
は
、
七
つ
の
分
団
と
女
性
消
防
団
が
組
織
さ
れ 

 
Ｎ
君
は
、
消
防
士
に
な
っ
て
四
年
目
。                     
て
い
ま
す
。
百
二
十
一
名
の
団
員
を
ま
と
め
、
消
防
活
動
の
指
揮 

多
く
の
先
輩
た
ち
か
ら
指
導
を
受
け
、
救
急
隊
員
と
し
て
の              
を
執
る
の
が
、
団
本
部
で
す
。
団
長
と
二
名
の
副
団
長
を
中
心
に
、 

出
動
や
、
火
災
現
場
の
第
一
線
で
消
火
活
動
、
防
火
水
槽               
定
期
的
に
幹
部
会
議
を
開
き
、
活
動
や
行
事
に
つ
い
て
の
話
し
合 

や
消
火
栓
の
管
理
の
た
め
に
、
夏
は
草
刈
り
、
冬
は
除
雪               
い
を
行
い
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
仕
事
を
し
な
が
ら
も 

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
し
な
が
ら
、               
火
災
の
時
は
、
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消
火
作
業
を
行
い
ま
す
。 

救
急
訓
練
や
救
助
訓
練
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
も               
消
防
署
だ
け
で
は
、
広
い
猿
払
村
を
守
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
う 

頑
張
る
青
年
で
す
。
そ
ん
な
彼
の
あ
る
一
日
を
紹
介
し
ま
す
。             
し
た
日
々
の
献
身
的
な
消
防
団
活
動
が
、
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。 

 
こ
の
日
は
、
当
直
勤
務
な
の
で
朝
八
時
半
ま
で
に
出
勤
し
、 翌

日
の
朝
八
時
半
ま
で
の
勤
務
で
す
が
、
夜
間
に
救
急
出
動              
猿
払
消
防
団
の
川
谷
英
夫
団
長
は
、 

が
あ
り
、
支
署
へ
戻
っ
て
残
務
整
理
を
し
て
、
仮
眠
室
で
体             
『
歴
史
と
伝
統
あ
る
猿
払
消
防
団
に
入
団
し
て
、
団
歴
四
十
数
年
に
な
り 

を
休
め
た
の
は
、
夜
中
の
二
時
頃
で
し
た
。
朝
七
時
半
か
ら              
ま
す
が
、
思
い
起
こ
す
と
、
三
十
二
年
程
前
、
山
火
事
の
消
火
に
出
動 

署
内
の
掃
除
で
す
。
玄
関
ホ
ー
ル
や
ト
イ
レ
、
事
務
室
や
待              
後
、
他
の
団
員
と
と
も
に
詰
所
で
休
ん
で
い
る
時
に
、
住
宅
火
災
発
生 

機
室
の
清
掃
を
終
え
、
勤
務
者
全
員
に
よ
る
点
呼
と
車
両
点              
の
連
絡
。
直
ち
に
駆
け
つ
け
、
帰
宅
し
た
時
に
は
、
日
が
変
わ
り
、
夜 

検
、
無
線
交
信
試
験
、
引
き
継
ぎ
を
終
え
て
帰
宅
で
す
。
ま              
が
明
け
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま 

た
翌
日
の
勤
務
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。                  
す
。
近
年
は
、
火
災
ば
か
り
で
は 

                                      
な
く
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し 

                                      
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、 

                                      
村
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
消 

                                      
防
支
署
と
消
防
団
の
連
携
を
密
に 

                                      
し
、
消
防
団
活
動
に
取
り
組
み
た 

                                      
い
』
と
の
、
強
い
決
意
で
す
。 

                                       
私
た
ち
も
、
団
長
同
様
に
、
村 

                                      
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い う

役
割
を
、
し
っ
か
り
と
果
た
し て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

８：３０ 出勤・点呼       車両点検・引き継ぎ 
１０：００ 防火水槽周辺草刈り 
１２：００ 昼食・休憩 
１３：３０ 村内分団詰所巡回       水利点検 
１７：１５ これから明日の朝ま

で夜間勤務に入りま

す（４名）。 
１８：００ 高齢者へのお元気ｺｰﾙ 
１８：３０ 夕食       事務・筋トレ 
２２：１０ 救急出動 
２３：１０ 帰署       救急車清掃・消毒  ０：２０ 事務整理  ２：００ 仮眠  ６：３０ 通信勤務  ７：３０ 庁舎内清掃  ８：３０ 点呼・引き継ぎ  ９：００ 帰宅（当直終了） 
猿払消防団 幹部会議の様子 
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☆
消
防
団
員
の
重
要
性 

最
近
の
災
害
形
態
は
、
大
規
模
複
雑
化
の
傾
向 

に
あ
り
ま
す
。
大
火
災
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の 

大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人 

の
力
が
必
要
で
す
。 

 
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
消
防
防
災
力
を
担
う 

消
防
団
の
力
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て 

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
過
去
の
災
害
に 

お
い
て
も
、
消
防
団
員
の
献
身
的
な
活
躍
は
、
地 

域
住
民
の
信
頼
を
得
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
本
村
の
消
防
団
員
に
お
き
ま
し
て
も
、
自
分
の 

職
業
を
も
ち
な
が
ら
「
我
が
ま
ち
を
災
害
か
ら
守 

る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、
各
地
区
で
発
生
し  

た
火
災
の
消
火
活
動
や
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
の 

 

各
種
災
害
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
査
察
な
ど 

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守 

る
重
要
な
役
割
を
担
い
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー 

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域 

の
防
災
は
確
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の 

入
団
を
心
よ
り
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

☆
入
団
資
格 

  
猿
払
村
に
居
住
の
満
十
八
歳
以
上
で
、
職
務 

  
遂
行
に
支
障
の
な
い
方
、
ど
な
た
で
も
入
団 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
男
女
問
わ
ず
） 

 
☆
消
防
団
員
の
活
動
（
業
務
内
容
） 

【
平
常
時
】 

  
水
利
・
機
械
・
施
設
の
点
検
維
持
、 

予
防
査
察
、
消
防
演
習
・
出
初
式
な
ど 

 

  
【
災
害
時
】 

  
火
災
時
の
消
火
活
動
や
後
方
支
援
、
災
害 

  
対
応(

風
水
害)

避
難
誘
導
、
警
戒
、
捜
索
等 

☆
入
団
後
の
処
遇 

  
稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
団
条
例 

  
及
び
同
組
織
規
則
に
基
づ
く
。 

   
 

                 
 

  

○
手
当
と
し
て
年
報
酬
、
費
用
弁
償
が
支
給 

   
さ
れ
ま
す
。 

  
○
衣
服
は
制
服
な
ど
一
式
貸
与
し
ま
す
。 

  
○
そ
の
他
、
公
務
災
害
・
表
彰
・ 

退
職
報
奨
金
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

  
○
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
特
別
職
の 

   
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。 

 

ああ
なな
たた
のの
チチ
カカ
ララ
がが
必必
要要
でで
すす  

消消

防防

団団

員員

募募

集集

中中  

猿払消防団では、女性団員 

さんも活動しています。 

女性の方もご応募 

お待ちしております!! 

【お問い合わせ】 

 

消防署猿払支署 

〒098-6233 

宗谷郡猿払村鬼志別 

南町 1番地 

ＴＥＬ 

（01635）2-2119 

ＦＡＸ 

（01635）2-3159 

１１ 



 

平 成 2 8 年 度  行 事 予 定 表（前期） 

４月   春の全道火災予防運動 

５月   春季合同消防演習（知来別） 

６月   全国女性消防団員活性化大会（札幌市） 

７月   北海道消防操法訓練大会（江別市） 

現地教育訓練（豊富町） 

８月   北海道消防大会（網走市） 

９月  陸地市町村交流研修会（稚内市） 

救急の日 

１０月  秋の全道火災予防運動     編集後記 

 新年度が始まってはや３ヶ月が経ちました。ようやく夏らしい天気になってきま

したね。これからどんどん暑い日が多くなっていくかと思いますが、冷たいものの

食べ過ぎや食中毒など、体調管理には十分気を付けてくださいね。 

 さて、今回の半鐘では村民の皆様に消防の仕事を理解して頂くにあたって、わか

りやすさと親しみを持って読んで頂けるよう工夫して書いたつもりですが、いかが

でしたでしょうか。新年度が始まり、広報編集委員も新たなメンバーが増え、心機

一転頑張ってまいりますので、これからもよろしくお願いします。 

 

 

消防広報編集委員  大橋 昭嗣  阿部  弥 

          曲澤 憂哉  中村 峻也 

           黒川 聖矢  向井 智之 


